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希土類系高温超伝導コート線材（REBCO 線材）は、液体ヘ
リウムを必要としないマグネット等への応用が期待されてい
るが、長尺 REBCO 線材の局所不均一性や巻線化に伴う動作
不安定性が顕在化している。本研究では、応募者が独自に開
発した磁気顕微鏡による欠陥可視化技術を AI の導入によっ
て高度化し、測定結果を線材製造プロセスや巻線技術にフィ
ードバックすることにより、線材均一性を向上させるととも
に巻線技術の確立を目指している。さらに、残存する REBCO
線材の不均一性による動作不安定性を回避するため、新しい
導体構造を開発し、これを用いて小型マグネットを試作する
こととしている。 
応募者が独自に開発した磁気顕微鏡と AI を駆使して、高温

超伝導線材の欠陥検出技術を体系化する研究であり、高品質
の超伝導線材の製造を可能とする技術開発につながることが
期待される。本研究によって、REBCO 線材のポテンシャルを
最大限に発揮した高磁界・高温動作マグネットが実現されれ
ば、電気エネルギーや電磁システム分野の学術の進展に大き
く貢献できる。 


